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わたくしどもが学生の頃からみると，図苔館は立派にもなりまた|淵放的にもなった。当時

は学部の3年目になり卒業論文を書くようになってはじめて書庫に入る門鑑をもらうことがで

きた。カウンターで掛の人が出してくれる本を待っている下級生の視線を浴びながら得意気に

書庫の扉を押したものである。これは懐かしい想い出だが，この想い出の背景には閉鎖性があ

り特権意識があった。いま書庫は総ての学生に開放されている。むかしは到底考えられもしな

かったことであり，便利になったものである。

図書館の利用の仕方は人によって異なるであろう。こと妓近の私に関していえば，手もと

に無い文献の所在を電話で確かめるという程度にしか利用していない。所在を確かめてからそ

の本のある教室に出向いて，見たり借りたりするのである。たまには期待に胸はずませて出向

いてゑたが有る筈の本が無いという現実にぶつかる。貸出中なのだが何時，誰に貸したのかが

はっきりしない。本籍ははっきりしているが住所不定でつか承ようがないのである。このよう

な本は私どもの所にもある。借りに来られてはじめてその本の戸籍が私どもの講座にあると分

ってびっくりする。教室が明治・大正・昭和とつづき，主が何代か変わるうちに迷い子をつく

り出してしまったのである。木のありかを移すときに戸籍上の記録を訂正しておけばよいのだ

がそういうことをする余裕がないままに戸籍の書き替えをあと廻しにしたのが主な原因であろ

うが，理由はとも角も，中央図書館は広域捜査網を張って迷い子になった木をたずね，利用者

に無駄骨を折らさぬことである。

古い教室にはまた利用度がおちた本の保存に書庫のスペースを大きくさかねばならないた

めに図書の能率的にして円滑な利用に支障が起こっているという悩承がある。農学部の例でい

えば，学部図書掛保存庫での保存余地は4,8()0冊しかないのに各学科からの保存申し出が

12,710冊に及んでおり，調整ができずに各学科に不便をしのんでもらっている。さいわい北大

のカンバスにあっては建物の新改築が進んでおり，新しいビルが建つにつれて古い建物がすい

てきている。これらの古い建物のうちにはいますぐこわすのがおしいもの或いはまた歴史的・

文化的な見地から保存しなければならないものがあろう。こういうところを図書館のブランチ

として保存図書を符理するということはどういうものであろうか。時計台のことを頭にえがき

ながら。，思いつくままに《、
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図書館の改革についてル
ー4qI

附属図苔館長今(璽村・成和

この度北海道大学改革検討委員会の設置に伴い第1-2専門委員会どして，図書館に関する

ことを分担事項とする専門委員会が設けられることになった。この』ことは,先に，図書館改革

の必要性を提唱した者として（愉蔭Vol.4,Ex.ed.,Oct.1970参照),まことに喜ばしい次第で

あるが，併せて，委員長の重責を負わされることになったので，委員各位や，図書館職員をは

じめ，ひろく学内のみなさんの御協力を得て，何とか立派な案を纏めるのに，御役に立ちたい

と考えている。

先にも記したように，図書館改革の問題は，“単に，附属図書館の管理運営をどうするか，

というようなことに止まるものではない。大学の蔵書は，大学という研究と教育を目的とする

共同社会における，最も貴重な共有財産である。それが真に，その目的のために生かされる方

途を追究することにこそ，図書館改革の究極の目標があるといわなくてはなるまい。従って問

題は，当然に，全学的視野においてとらえられなくてはならぬのである｡”

幸いにして，既に開かれた専門委員会においても，この方針は拝承され，具体的には，前

記愉蔭に掲載した“大学図書館の未来像－その理念を中心に－”に即して，本学における

問題の所在を明らかにし，改革案を練ってゆくこととなった。

従って，先ず必要なことは，学内における図書の蒐集や管理，利用の実態を明らかにし，

且つj利用者その他の関係者の意見を充分に知ることにあるので，近く，この目的のための実

態調査を実施したいと考えている。

他方館内には，専門委員会に協力して，改革の作業を進めてゆくために，館長の諮問機関

として，図書館職員より成る事務改善委員会の発足をゑた。また,附属図書館自体としても，

事務的なことについては，手足となって働き度いと考えている｡、

このような次第で，今後は，アンケート調査などにより，教職員，学生諸氏を煩わすこと

もあると思うが，その際は，よりよい図書館を作り出すために，何分の御協力をお願いしたい

と思う。

、

、

◆会議

第51回図書館委員会

くとぎ昭和45年11月28日＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1．改革検討委員会の図書館の専門委員会について

館長から，さる11月28日の評議会で決定した改革検討委員会について説明があり,M委員会委員長とし

て，標記委員会委員の選任について本委員会の協力を求めた結果，次のように取り扱うことが了承された。

（1）図筈館の専門委員は，事務局および学生部を除く各部局から各1名（ただし,教誉部は教餐分館長を含

め若干名）を12月12日までに館長あて椎せんしていただくこととする。なお，4研究所については，

相談のうえ椎せんしていただくこととする。

（2）各委員は，このことを各部局に持ち帰り，部局長に報告することとする。

2，11月7日～8日の事件について

事務部長から次のとおり報告があった。

(184）
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11月7日午後1時項，一部学生が本館屋上に上り，30分位いて退去した。また,11月9日午前3時30分
．､．；・"…‘.、‘。・

頃，本館南側1階の窓ガラス20枚（被害額約20"万円).が何者かによってこわされたので，事務局の被害と共

に学長名で北署に告発してある。

3．教産分館の複本購入費について

事務部長から次のとおり報告があった。

第49回の委員会で報告してある昭和45年度緊急経費で要求中の標記について，210万円配当ざれたので，

教養分館委員会にはかり，早急に購入図書を決定したい。

・第52回図書館委員会

くとぎ昭和45年12月19日＞

＜ところ附属図君館会議室＞

1．第2種閲覧個室利用者の選考について

事務部長から次のとおり説明があり，了承された。

収容人員39名に対し申込者が28名であり，申し込承理由も適当であるので全員許可したい。したがって，

前回の委員会で第1種閲覧個室がｲく足したため，第2種閲覧個室の利用を許可された文学部関：教授については，

明年3月31日まで引き続き利用を認めたい。

2．改革検討委員会第1-2専門委員会委員の推せんについて

館長から次のとおり報告があった。

前回の委員会で了承を得た標記について，各部局から推せんをいただいたので，この旨12月19日の評議

会に報告した。第1回の委員会は，きたる12月25日に開催予定であるが，この委員会の進行状況については，

当図寓館委員会にも随時報告し，ご協力を願いたいと考えている。

3．教官指定図｡富について

標記について薬学部，医学部等からこれらの図評を学部に置きたいとの希望が出され，同図評の意義と運

用について種々審義が行なわれた結果,次のとおり了承された。

（1）教官指定図書制度は，全学の利用に供することを目的とする本館および分館の開架図書閲覧室備え付

け図書を，各専門分野の教官の指定により購入するために，本館の図書予算の一部を計上することによ

り設けられているもので，特定学部の学生のみを対象とするものではない。

（2）しかし，従来，運用上この種の図書も含まれていたと思われるので，自然系学部において当該学部に

おける図書室の整備に伴い，この種の図書の移管を希望する向があれば，本館としても，これを考慮し

たい。

ただし，教官指定図書制度本来の性格にかんがみ，今後購入分については，このようなことばないよ

うにしたい。

（3）なお，人文系学部においては，当該学部の図書予算の一部を本館に流用し，これにより主として当該

学部学生の利用に供するための図書を購入しているが，これは学習図苔室を本館に統合していることに

基づくもので,(1)の原則外のことである。

4．その他

館長から次のとおり報告があった。

昭和41年，本館が現在の新館に移転したとぎ，人文系4学部の蔵召については，

イ．管理換して本館の苫庫に入れること

口．閲覧業務は本館が行なうこと

ハ．したがって入庫冊数に応じて職員をillすこと

の方針が了承された。現在は種々の事情により管理換は未済であり，職員も併任という変則的な形をとってい

るので，できれば，根本的な改善が望ましく，目下，本館と人文系4学部が話し合いを進めている。

戸
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第13回教養分館委員会

くとぎ昭和45年12月16日＞

＜ところ教､養分館提室＞

1．改革検討委員会の図書館専門委員会委員の選任について

分館長，事務主任から標記委員会についての経過説明があり，大畑甚一委員が選任さ

第1。2回図書館事務改善委員会

くとき昭和46年1月6日（水）,25日（月）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

第1回

1．はじめに，事務部長から木委員会設置にいたるまでの経過説明があった。

2．館長から本委員会設立の趣旨説明があり，館長の諮問機関であることが了承された

大畑甚一委員が選任された，

、3．本委員会の運営に関し，委員長，副委員長を選出した。

委員名はつぎのとおりである。

部局官職

委員長教養分館事務主任

副委員長附属図書館整理掛事務官

委員文学部〃

〃 教育学部掛長

〃 法学部事務官

〃 経済学部〃

〃 理学部〃

〃 医学部掛長

〃 医学部附属病院〃

〃 歯学部事務官

〃 薬学部〃

〃 工学部掛長

〃 農学部事務官

〃 獣医学部掛長

〃 水産学部〃

〃 低温科学研究所事務官

〃 応用電気研究所〃

〃 触媒研究所〃

〃 結核研究所〃

〃 附属図書館総務掛掛長

〃 受入掛事務官

〃 運用掛〃

〃 参考掛〃

第2同

1．今後の運営方針を協議，次のとおり決定した。

（ｲ）業務について

当面，専門委員会に提出される図菖館の改革に関する

（ﾛ）運営について

i委員会は委員の3分の2以上の出席を4必要とする。

ii代部¥¥¥庶は詞めたいへ
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面，専門委員会に提出される図菖館の改革に関するアンケート草稿を基に現状の分析を行な灸

運営について

委員会は委員の3分の2以上の出席を4必要とする。

代理Ill席は認めない。

(186
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委員以外の出席については，委員会の承認を求めること。

委員会の活動状況を図書系職員に伝達し，協力を求めるため「ニュース」を配布する。

111

●

1V

◆ 紀
〃ー

ｲ丁

ノースウエスタソ大学と図書館

農学部農経ウエストコット
ルイスライブラリー 山里澄江

はじめに

日本の大学図書館がその未来像,近代化,改革そして機械化という声の巾で，現状から少し

でも脱し理想的なものにしてゆかねばならぬと努力をしている。しかしながら図書館側のみが

改革しようとしてもAcademicCommunityである大学全体が改革ざれ真の目的である教育と

研究の為に広い視野をもって進まぬ限り不可能なことである，国立大学の場合は一口に改革と

いっても法令を無視することが出来ないが，近き将来に現在は未来像としているものが実現す

る時何らかの役に立つことを願って改革を実際に試ゑたノースウエスタン大学と図書館につい

てのべたいと‘思う。ノースウエスタン大学には1968年から2年間おりその間にAsianStudies

が始められるのに必要な文献収集,蕊剛，情報サービスの指導をすると共にre-organizationに

参加，体験をしたことにより得るところのものは多くあった。1963年から1年数カ月米国議会

図書館(TheLibraryofCongress)において研修叉DepartmentofState(国務省）よりアメリ

カの大学図書館20数館視察する機会を与えられ,多くのライブラリアンと話し合い館の活動を

ゑた時はほとんどの図書館が現在我々が理想としているもの叉は近いものであった，其後5年

経て再度おとずれた時は資料の増加，利用者の増加にともない情報サービスの高度化と共にコ

ンピューターの導入と大学図書館が発展し続けているのをゑたのである。

1）ノースウエスタン大学(N､U､）

1851年に負II設されたN.U.はキャンパスを二カ所に有している。シカゴ市内には医・歯・

法・経営学部，大学病院があり，北に約12マイルのところエヴァンストン市には文・経，理工

戸

戸
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化(TechnologicalInstitute),音，教育,スピーチ,･ジャー:ナリズム各学部其他14:の研究所，

UniversityPress,合計151の建物が169-*-カーのキャーシパス内に存在しているざとの大学が

1969年に大学始まって以来最も大きなre-organizationをしたのである。その理由と目的は現

代と未来に必要な研究と教育をすることにあるということで詳細にわたることは省くがその中

に当然大学図書館が含まれていたのである6図書館についてのくる前に学生，大学院生，教授

団(Facultyに助手は含まず。助手は院生）数をあげる。（但し1969年9月現在）

Evanst.on Chicago
~904Q

学部学生6,768人3,909人

大学院生2,841人2,741人

其他Summersession,外国人留学生を含めて合計22,732人Facultyは2,327人である。大

学院進学率は卒業生の47％である。Re-Organizationをしてまず行なったことはFacultyを

増すと|司時に給与の増額で(N.U・は全米最高額Harvard,Calif.Inst,ofTech.Chicago,

Stanfordに次ぐ8位）ある,2)カリキュラムの改革,3)宿舎の増築（現在，男子学生65%が

Univ.residenceかFraternitiesに,23%がキーI,ンパス外，ドl宅からは12%,女子学生51%が

Univ.residence,27%がSororites,学外9%目宅より13%が通学）学生増加にともない院生

の為に1,000人分，学部学生の為に1,200人分増築，4)奨学金増加，5)大学図書館に50％の増

額予算等主なものであるが機構改善と共に1970年に実施したものである。

2）改善後の大学図書館

J大学事務局内に1BM-360-30Computerが導入ざれ経営管理業務の機械化が実現し，図書

館側には2740-1BMTypewriterterminal,1BM-1031Badge-Cardreaderと1033Printerを

接続したものを装置した，事務局本部にあるコンピューターには図書館資料のデーターがまず

入れられ,インホーメーションは館よりTypewriterterminalによって受け叉入れ加えられる。

借出はやはり機械化ざれ各階に備えられたBadge-Cardreaderとprinterに各自が持っている

プラスチック製（必要事項がパンチカード式）の身分証明書と図書のポケットに入っているパ

ンチカードを同時に挿入，記録された後は出入口で記録カードを示すだけでよい中央のCir-

culationdeskでも同じ方法で行なわれている。Overduenoticeも規則的にコンピューターか

ら出され宛名までプリントされる。一口に機械化といってしまえば簡単なことであるが，一部

ここにのべたことを実際に行なうまでには，長い準備期間があった。先ず長い間大学の歴史と

共に活動してきた旧図書館の建物を機能的な設計に基づく建物とすること，次は職員の組織を

改める，更に機械にデーターを入れる為の準備がある。これらをどのようにしていったかのべ

ることは後の機会にまわすが，建物は全大学の教職員，学生，館員の意見がとり入れられた

上で計画，設計され4年の歳月を費いやし1970年1月に完成,同時に活動を開始したのである，

開架式でパンフレットとNon-bookmaterialsを除く1,936,282冊が配架された，其他シカゴ・

キャンパスには60,007冊あるが記録はエヴァンストンの本館に送られてくるのでインホーメ

ーションは容易に得ることが可能である。年間借出冊数はエヴァンストンの承で538,611冊で

(1969年統計）このような数を扱い，更に参考業務(Referenceservice)を十分に行なってゆけ

るのはコンピューター利用と有能なライブラリアンによるものといえよう，ライブラリアンは

1970年6月現在で177名（本館の承）半数は博士，修士号を持っている。図書は集中方式で教

官研究室内にあるものも全て定められた期限には返却叉はRenewの手続がとられる。館内に

は3,900席が学生閲覧のため,Facultyのためには200席が用意され,そのうちキャレルが752

席であり1人用136室，2人用51室,全て予約制で期限も研究により申し込む際に決められる。

(188)
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研究・論文の要旨が出されているのでキャレルの位置も各々の主題に近いところに定められ資

料を利用をするのに便利がよいように配慮され．ツピーを必要とする場合は各階に備えてある

ゼロックスを使用することも出来る。内部の構造配置で特記すべきことは従来のものとことな

り建物内部は円筒形で（同形のものが3カ所につながって在る）配架は中心に向って放射状と

なっている。キャレルは円の外側窓に向ってある。各々をTowerと称し五階と地下一階より

なっている。エレベーターとエスカレーターを併用している。時間を有効に使うことにも配慮

されていると思われる。

旧図書館との比較をしてはじめて改革面が明らかにされ更に整理技術をのべることにより

詳細にふれることが出来るのであるがここでは省き機会がある時にまわすことにする。

分館は11館あるが統一された運営と集中方式がとられているので図書館の機能は十分に

はたされているのである。最後に図書館とFaculty,学生は常に密接な関係で動いていること

を，館長の言葉をもって結びたいと思う“ライブラリアンはAcademicCommunityの構成メ

ンバーであり，その専門を通して，学術研究，教育の目的を認識し個々が努力しなければなら

ない，高度なサービスの要求を満すのに不可欠なものはMoney&Talentである"。
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北大結核研究所は，昭和17年に北方結核研究会として発足し，｜司20年8月その管~ﾄﾞで医

学部構内に現研究所の前身である財|』法人北方結核研究所が設立された。のち,昭和25年4月，

北方結核研究所は文部省に移管され，北海道大学結核研究所として新たな歩玖が始められて今

年で20年を迎えた。

研究部門は，始め細菌部門と予防部門から出発したが，昭和26年化学部門，｜司28年に病

理部門，叉|可44年生化学部門が設置され，結核専門分野における研究機関として全国的にもユ

ニークな存在として知られている。

r昭和43年12凡医学部北研究棟に移転し本研究所は4階以上を占めている。
ゞ図書室は4階南側に面し総面積99.6m*を有する。

蔵書構成は勿論結核関係の資料が大部分をしめるが，その他に化学・生化学・生物物理・

医学（特に呼吸器，胸部医学）関係の文献も多数を数える。

蔵書数は本年末現在で，洋書2,117冊，和書785冊，外国雑誌67種（うち寄贈・交換雑誌

29種)，同じく和雑誌76種（うち寄贈・交換雑誌69種）であるが，旧図書室の約2倍の広さに

なったとはいえ，会議室として使用する事もあって，実際には書庫など狭院で，叉研究費の中

より各部門で凶苔を購入するので単行本の大半が,各部門に分散されている。従って，“重復と

欠落の防止'，及び“図書専用化傾向の排除”〔注〕に方向付けるには,可成りの時間を要する現

状である。

なお，書庫の一部に富士ゼロックス420型が置かれ，所内の|引曲な利用に開放されており，

盗料の効率的な利用の補助手段として大いに成力を発揮している。

叉本研究所における研究成果は日本結核病学会その他の多くの学会において発表，あるい

は，それぞれの専門雑誌に掲載されているが，昭和28年より紀要「結核の研究」（年刊，昭和
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42年まで年2回発刊）を刊行しており，現在第30集迄に及んでいる。

〔注〕今村成和：大学図書館改革への途：繍蔭Vol、4,Ex・ed.p、12-13.

◆訂正

Vol､4No.6の水産学部図書室の現状本文中，「…道庁から500万円の…」を「…道庁から1,500万円

の…」に訂正します。
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